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ランダムで選択する AODV ルーチングプロトコル、CITR に基づいてチャネルを切り替える提案
方式において比較評価行った。 
結果から、PU が１ホップで通信を行えるネットワークとき、２つのチャネルのうち片方のチ
ャネルが PU に占有された状態で提案方式が有効であることがわかった。また、提案方式では SF
が増えたとき、従来の AODV と比較すると約 2 倍のパケット到達率であることがわかった。複数
ホップで通信を行う場合のネットワークにおいても、片方のチャネルが PU に占有された状態で
提案方式が有効であることがわかった。また、SF の通信レートを変化させたときにおいても提案
方式が有効であることがわかった。 
 
 
